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吉岡グランドワーク実行委員会
SINCE 1999

V vol.22
2024年 5月 12日

昨年度、間伐と整備を続け、3月に八幡神社周辺に植樹したヤ
マツツジは、4月半ばに一斉に開花しました。八幡坂を散歩する
地元の方々も朱赤色の花を温かく見守ってくださいました。
今年度最初の里山活動は、5月12日（日）、吉岡中学校で総会

が開かれました。今年も引き続き、ヤマツツジの植栽を続
けます。ご理解、ご協力を宜しくお願いいたします。
さて、八幡坂の S時カーブを登り切ると石碑が建っています。

原の開墾（かいこん）と八幡坂の改良の経緯を記した『開墾碑』
です。旧漢字に四苦八苦しながらも、碑文を読み取りました。
そこからは、先人の念（おも）いと矜恃（きょうじ：内なる誇り）を
感じることができました。
ざっと、こんなお話です。新田の村は、か

つて人々から見放されていた原野を、江戸時
代の初・中期に切り拓（ひら）いてできた村で
す。耕地は狭く、その拡大は区民の悲願でし
た。今から 95年程前、昭和の恐慌（きょうこう）
で農村は皆苦しんでいました。平塚新田と原
新田の民は意を決して、食糧増産の国の施策
（しさく）の下、県の助成を受け、昭和 5年（1930
年）から一年間、地区民総出で原（はら：吉中
周辺の台地）の山林を開墾（かいこん）し、約 8.5ha
の新畑を切り拓きました。昭和 8 年には、そ
れまでは直線だった八幡坂を、荷車やリヤカ
ーが通りやすいように幅 3 ｍ側溝付きの S 字
型の新道に改修しました。
明治に誕生した吉岡村は、江戸時代の 5 つの村が合

併してできました。大字（おおあざ）は、江戸時代の村
です。『新編武蔵風土記稿』に依（よ）れば、江戸時代
後期、5 村の戸数は右表の通りです。新田は「捨地ナ
リ」、確かに平塚の地は砂利（じゃり）だらけ、原の地は
水の確保に難儀する。その原野を切り拓いていったご
先祖様の開拓者魂が、苦難の時に発揮されました。重
機のなかった時代、斧（おの）や鋸（のこ）で木を切り倒
し、唐鍬（とうぐわ）や円匙（えんぴ）で根を掘り出し、
畚（もっこ）で運ぶ住民総出の人海戦術が想像されます。
小生の婆（ばあ）ちゃんは、明治35年生まれ、小柄で華
奢（きゃしゃ）、利発な人でした。当時28歳、童子2人を育てながら、身重（みおも：妊娠中）の体で
この作業に参加したと、小さいときに聴きました。墓所に小さなお地蔵様があります。そこに
は、昭和8年没2歳と昭和17年没7歳の童子の銘が刻まれています。そうか、この子だったんだと
合点（がてん）しました。今は天国で、婆ちゃんと楽しく過ごしているんだろうと想いました。

碑文の最後はこう結ばれます。「幾多難問ヲ克服シ事業断行ヲ回顧シ延々連ナル新畑ヲ眺メ聊
いく た いささ

カ其先見ヲ喜ブモノナリ～碑ヲ建開興者一同ノ氏名ヲ録シ以テ後昆ニ伝ヘントス」と。青空の
そのせんけん たてかいこうしや しる こうこん

下、杜（もり）に開かれた新畑を眺める農民の姿とその心中が目に浮かぶようです。これぞ、新
田の民の矜恃（きょうじ：内なる誇り）です。

さて、今の時代を生きる私達は、何を遺（のこ）し、次回活動日

何を「後昆（後生の子孫）ニ伝ヘン」かな……。
こうこん

6月9日（日） 9:00～

里山整備作業予定（吉岡中駐車場集合）

2024/04/21
満開のヤマツツジ

八幡様のヤマツツジ

江戸期の村 戸数 合併① 合併②

万吉村 １７０余
１８８９

明治22年

吉岡村

１９１０

明治43年

吉岡村

村岡村 ７０　

平塚新田村 ４７

和田村 ３６
楊井村

原新田村 １０
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八 幡 坂 の カ ー ブ

生前の姿を知らない
爺ちゃんと曾爺ちゃん

2人の名前を見つけました
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2024(R6)年 5月 12日

「吉岡里山だより」アンケートの回答 2024年 5月 12日

2021 年度（R3）の定期総会で、里山の活動を地域の皆様により広く知っていただく為
に、広報活動を行うとよいとの意見が出され、「吉岡里山だより」を発行しています。
モノクロ版を自治会の回覧板で地域の皆様に広報し、PDF カラー版を希望者と自治会連
合会事務局に送信しています。また、中学校では、カラー版を掲示し、「学校だより」
でも里山活動を紹介してくださいました。経費は、紙、インク代等で１万円程を計上し
ました。
昨年度は、①写真撮影を中学生や大学生に依頼しました。②モノクロ版印刷は中学校

のご協力をいただきました。③活動記録と共に、季節感を大切にして、「環境」や「地
域」の視点からテーマやエピソードを設定し、新聞記事等を紹介しました。
今までも、皆様の感想や意見、要望やアイデア等を紙面作りに生かさせていただきま

したが、どうしても「裸の王様」にならないかとの懸念が残ります。発行から３年、その
内容や効果、意義等を検証し、今後に生かせればと思います。
よりよい里山活動のため、下記のアンケートにご協力ください。

Ｑ１ 今後の「吉岡里山だより」発行について、どちらかにレ点を付けてください。

□ 発行した方がよい 15 □ 見合わせた方がよい 1

Ｑ2 昨年度「吉岡里山だより」Vol.１４～２１の感想や意見を記述してください。

・とても良い。
・良く出来ています。
・多方面からの視点で、地元の紹介 etc.、大変暮らしの中で参考になります。
・現地の写真をはじめ、イラストも含めて、たいへんわかりやすい紙面であると思います。多くの
方によく見ていただきたいと思います。

・内容がいっぱいで、後でゆっくり読ませていただきます。ありがとうございます。
・ツツジを優先した生態整備が他の植物の生育の負にならないかなと、考察を入れていますね。
・ＰＲありがとうございます。発信頑張ってください。
・カラーの方が見やすいと思う。
・活動の記録を写真付きで残すことで、後年、この土地に暮らす人々がどのように里山を守ってき
たかということを言葉のみでなく伝えていくことができ、大切だと思っております。

・毎回楽しみに見させていただいています。歴史や知識、楽しいです。
・今まで通りで十分です。大変ありがとうございます。
・３年前から実際に発行しているとのことですが、是非とも充実させながら発行をよろしくお願い
します。予算も限られていると思いますが、活動で広報活動は非常に大切なことだと思います。

・勉強になります、ありがとうございます。

Ｑ３ 本年度の「吉岡里山だより」がより良いものとなるよう、要望やアイデアなどを記述して
ください。

・今後の活動を期待しています。
・遊歩道の整備を提案します。
・ホームページができれば…、大変ですけど。
・この活動が吉岡の里山全体に広がることを、願っています。
・里山にツツジの植樹はいつ頃（今年の様子、時期、咲いている状況カラー）で、次年度は是非見
に行きたいので、その情報提供をお願いします。２月、３月頃の広報（里山だよりで宣伝）かと
思います。

・吉岡中学校のホームページに入れてもらったらどうでしょうか。PDF 版を HP で見られるよう
に。（中学校の協力を要す。）


